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埼玉県核医学実施施設実態調査報告2010

埼玉核医学技術研究会
上尾中央総合病院　岡村　聡志　小林　悟史

戸田中央総合病院　大川　健一

【緒言】

　我々、埼玉核医学技術研究会では、厚生労働省
から、『チーム医療の推進』『業務拡大』などの話
が上がっている中、核医学での診療放射線技師の
業務内容についてアンケート調査を実施していま
したが、昨年発生した市立甲府病院での過剰投与
の事件で、診療放射線技師の業務内容に注目が集
まりました。
　このアンケートを基にマニュアルなどを見直
し、変更など検討していただけると幸いです。
【目的】

　近年、医師や看護師など、医療従事者不足が問
題になっている中、各職種における業務拡大が検
討されている。埼玉核医学技術研究会では、核医
学業務の現状を調査するために、県内核医学施設
における業務内容に関するアンケートを実施する
ことにした。
【方法】

　県内において核医学検査および、PET検査を
行っている32施設を対象にアンケート用紙を配布
した。回収期間は、平成22年10月上旬から10月末
日までとした。アンケート内容は、施設の概要、
施設における診療放射線技師数、担当技師数、担
当技師歴、日本核医学専門技師認定機構が認定し
ている核医学専門技師の有無、平成21年度の検査
件数、核医学検査での技師の仕事内容、薬剤の管
理、取り扱いなどである。
【結果】
　アンケートの質問と結果は以下の通りである。

1．施設状況について
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2．核医学業務内容について
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3．薬剤調整・管理について
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　アンケートの回収率は、100％（32施設）で
あった。回答施設は、総合病院が47％、大学病院
が21％、専門病院が16％、一般病院が10％、画像
センターが6％であった。施設での診療放射線技
師の数は、5～9人が19％、10～19人が最も多く
37％、20～39人が28％、40人以上が16％であっ
た。その中でも核医学に携わっている診療放射線
技師の人数は、1人が4％、2～3人が42％、4～6人
が最も多く47％、7～9人が7％であった。また核
医学専任で働いている技師は、全体の30％であっ
た。核医学専門技師は20％の施設に在任してい
た。平成21年度の検査件数は、0～499件の施設が
13％、500～999件の施設が最も多く37％、1000～
1499の施設が9％、1500～1999件の施設が16％、
2000件以上が25％であった。
　核医学検査業務の質問について、診療放射線技
師による1次チェックを行っているかという問い
に対して、レポートによる1次チェックを行って
いる施設が、1施設だけであったが、口頭で行っ
ている施設は78％に上っている。
　また追加撮像の判断と決定は、どのように行っ
ているかという質問では、医師の指示を受ける施
設が15％であったのに対し、診療放射線技師の判
断で行っている施設は、60％であった。解析処理
（eZIS・SVA・iSSPなど）は、医師が行っている
のは15％に対し、85％の施設で診療放射線技師が
行っていた。Fusion画像の作製は、全ての施設
で診療放射線技師が行っていた。一時立ち入り者
の教育・管理、放射性廃棄物の管理も、ほとんど
の施設で診療放射線技師が行っていた。
　続いて、薬剤の調整・管理について、薬剤の発
注は、院内製造を行っている1施設以外は、全て
の施設で診療放射線技師が行っていた。
　薬剤の調整は、医師が行っているのが1施設、
薬剤師が行っているのが2施設、調整を行ってい
ないのが1施設、その他、全ての施設で診療放射
線技師が行っていた。医師が行っているのは、ス
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トロンチウム製剤、薬剤師が行っているのは、サ
イクロトロンから調整しているPET製剤であっ
た。つまりSPECT製剤は、全て診療放射線技師
が調整していることになる。
　診療放射線技師が薬剤調整を行っている29施設
のうち、病院の決定事項であり、薬剤調整のマ
ニュアルがある施設は6施設、決定事項ではある
が、マニュアルがない施設は3施設、決定ではな
いが、マニュアルがある施設は11施設、両方とも
ない施設が9施設であった。病院での決定事項で
ある施設は、全体の30％であった。
　薬剤の品質管理については、行っている施設が
9施設、行っていない施設が23施設。30％弱の施
設しか行っていないということになる。品質管理
を行っている9施設のうち、7施設は診療放射線技
師、2施設で薬剤師が行っていた。薬剤師が行っ
ていたのは、PET製剤であった。つまりPET製
剤の品質管理は薬剤師が100％行っていることに
なる。
【まとめ】

　今回、核医学検査における診療放射線技師が
行っている業務を中心にアンケートを実施した
が、アンケートをまとめる過程で、診療放射線技
師の業務にバラツキは、ほとんど見られず、患者
様への検査説明をはじめ、読影、追加撮影の判
断、廃棄物や線量測定の管理、他職種への教育な
ど多種の役割を担っている。薬剤調整について
も、PET製剤以外は、診療放射線技師が調整し
ていた。これらの事から、今以上に専門的知識を
深め、他職種の知識も広げていかなければいけな
い。平成22年11月現在、埼玉県32施設に核医学専
門技師は7施設15人在任しているが、全体の20％
に過ぎない。核医学専門技師に限らず、日本核医
学技術学会が認定している核医学専門技術者など
の認定制度などを利用し、個々の知識、技術の向
上が必要である。

　今後、このアンケートを基に埼玉核医学だけで
なく、日本の核医学が良い方向に向かっていける
ように、検討していきたいと思う。

　今回実施しましたアンケート調査にご協力いた
だいた各施設の方々に、深く感謝いたします。


